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＜1 月赴任医師＞ 
 

みかじり   ゆみ 

■ 外 科 ：三ヶ尻 裕美 医師  
※下元医師と交代 

院長 森 田 信 敏 

新年明けましておめでとうございます。 

地域の皆さまのご支援をいただき新年を迎えることができましたことを感謝申し

上げます。 

今年の 5 月に平成から年号が変わります。皆さまにとって平成はどのような時代だったでしょう

か。私は平成元年に医師になったので、医師経験年数を問われれば、平成の年数と同じですと答え

たもので、私にとって平成は医師人生そのものでした。それが終わってしまうことには感慨深いも

のがあります。 

平成時代の最大のトピックスはインターネットの普及ではないかと思います。平成当初のコンピ

ューターと言えば大きな NEC9801 でデータ保存はフロッピーディスク、使用目的もワープロの代わ

りか研究用データの整理くらいでした。まさか自分が生きている間にカルテが電子化されるとは夢

にも思いませんでした。そしてネット社会の到来です。当初はおもしろそうだが何の役にも立たな

いインターネットでしたが、今ではこれなしでは仕事も生活もできない時代です。医療界もカルテ

は当然電子化、レントゲンもフィルムとは随分前にお別れして遠隔診断の時代です。何か調べるの

も以前は本屋か図書館でしたが、今はググる（グーグル検索）ことで迅速に資料が揃います。 

またちょっと前まではネットにつながったパソコンの前にいく手間がかかりましたが、最近はス

マホで一発検索でき便利になったものです。平成元年当時の SFより現実が先を行っているように思

います。次の時代の医療はどうなっているのでしょうか。遠隔診断どころか人工知能 AIが我々より

迅速かつ正確に診断をしてくれる時代になると言われています。外科領域はロボット手術もなお一

層普及してくるでしょう。取り残されないか恐ろしい限りですが、現実には目の前の少子高齢化、

そしてその先での人口減少、働き手不足など地方病院を取り巻く医療経済的環境の悪化にどう対処

して生き残って行くかを考えなくてはなりません。職員の力を結集して総合力でなんとか今年 1 年

も乗り切っていきたいと思っております。 

今年一年が牧之原、吉田地域にとって、また榛原総合病院にとってすばらしい年になることを祈

念して新年のご挨拶とさせていただきます。本年も当院へのご支援、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

榛原総合病院の理念  ✜生命を安心して預けられる病院  ✜健康と生活を守る病院 

地域の皆さんありがとうございます！  

ボランティア活動報告＜12月の活動＞ 
 

12 月 15 日(土) はばたけ榛原ガーデン 玄関前ロータリー花壇整備 

12 月 19 日(水) 更生保護女性会  袋折り畳み作業 

12 月 24 日(月) 榛原教会 クリスマスキャロル ※写真上 

12 月 25 日(火) ボランティア連絡協議会主催(協力：シルバーウィン 
グス）クリスマス会 ※写真下 

＜おねがい＞ 受診の際には、必ず『おくすり手帳』をご持参ください。 
 

 


